
ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
発行日／平成 23 年 11 月 30 日

第第１８１８号号
ろっかしょ

　　議会だより

発行／六ヶ所村議会

編集／六ヶ所村議会広報委員会

〒 039-3212
青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字野附 475
ＴＥＬ 0175-72-2111　ＦＡＸ 0175-72-4127

六ヶ所村ホームページ
http://www.rokkasho.jp/

谷垣禎一自民党総裁に要望する村長と議員（自民党本部総裁室にて）

 22 年度決算を認定

 一般質問　原子力政策どう考える

 原子燃料サイクル事業等推進に関する意見書を全会一致で可決

倉内・平沼統合小学校の建設に着手

委員会レポート

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

２

４

８

９

10

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会



ROKKASHO  VILLAGE
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９月定例会
決算認定

一 般 会 計

８特別会計

３企業会計
22 年度決算

133億円一般会計支出総額

全 会 計 総 額
を認定

182億円

　平成 23年９月定例会は、９月１日から９日まで９日間の会期で開催しました。
　この定例会では、財政状況などに関する報告３件、22 年度各会計の決算認定が 12 件、23 年度各会計補正予
算が８件、その他条例の制定・契約・人事案件など 10件、議員からは『原子燃料サイクル事業等推進に関する
意見書』１件が提出され、すべて全会一致で原案どおり決しました。
　また、５日に行われた一般質問には、３人の議員が登壇しました。

会　　計　　名 収　　　入 支　　　出 差　引　額
一　般　会　計 136 億 4338 万円 133 億 5539 万円 2億 8799 万円

特　

別　

会　

計

国民健康保険
（事業勘定） 12 億 5219 万円 12 億 219 万円 5000 万円

老 人 保 健 1251 万円 1251 万円 0万円

後期高齢者医療 5910 万円 5709 万円 201 万円
国民健康保険
（尾駮施設勘定） 6億 924 万円 5億 8096 万円 2828 万円

国民健康保険
（千歳平施設勘定） 9825 万円 8825 万円 1000 万円

介 護 保 険 8億 2447 万円 8億 2227 万円 220 万円

定 住 促 進 １億 3856 万円 1億 3856 万円 0万円
土地区画整理 3億 101 万円 3億 33 万円 68 万円

合　　　計 169 億 3872 万円 165 億 5754 万円 3億 8118 万円

22年度の残ったお金：３億８１１８万円
このお金は、23 年度の特定の事業に 5351 万円、積み立てに 2億円、残りは繰り越しする。

会　　計　　名 収　　　入 支　　　出 差　引　額

水道事業
収益的 2億 6363 万円 2億 2095 万円 4268 万円
資本的 1億 3500 万円 2億 440 万円 ▲ 6940 万円

農業集落
排水事業

収益的 7673 万円 7332 万円 341 万円
資本的 1770 万円 4006 万円 ▲ 2236 万円

下水道事業
収益的 3億 8620 万円 3億 7499 万円 1121 万円
資本的 6億 4894 万円 7億 4441 万円 ▲ 9547 万円

22 年度　一般会計歳入歳出構成図表

村税 54.5％

国庫支出金
20.3％

県支出金 4.4％

繰入金 3.6％

諸収入 2.9％

村債 8.4％
その他 5.9％

歳入合計
136億 4,338 万 6千円

歳出合計
133億 5,539 万 3千円

総務費 22.0％

民生費
12.3％

衛生費衛生費
4.9％4.9％

農林水産業費
6.8％商工費

1.3％

土木費土木費
9.2％9.2％

消防費
4.6％

教育費教育費
23.3％23.3％

公債費
3.4％ 諸支出金

11.2％

その他 1.0％
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●●教育用電子情報ボードの導入教育用電子情報ボードの導入

児童生徒の学習への理解度向上などを図る

ことを目的に、電子情報ボードを授業に導

入。学力向上モデル校の実践をもとに、村

内の全小中学校に整備しました。

■ 事業費：６１３５万円

●尾駮小学校の新築

校舎の老朽化、入学児童の増加、学校の統

合などによる教室不足などを解消するため、

平成 21 年度から２カ年かけて新築移転し、

本年４月に開校しました。

■ 事業費　：１７億５４４１万円（22 年度）

■ 総事業費：２１億４４１２万円

●地域情報基盤整備

地上波放送のデジタル化に対応したテレビ共同受信設備への移

行、防災システムの更新、ブロードバンド環境の整備を図るため

平成 18 年度から整備してきました。昨年は、尾駮地区の光ケー

ブルも更改し、村内の全世帯に告知端末を設置。本年４月から告

知端末やテレビで情報提供を開始しました。

■ 事業費　：　９億１９５８万円（22 年度）

■ 総事業費：２３億９６４４万円

児童生徒の学習への理解度向上などを図る

ことを目的に、電子情報ボードを授業に導

入。学力向上モデル校の実践をもとに、村

内の全小中学校に整備しました。

■ 事業費：６１３５万円

●尾駮小学校の新築

校舎の老朽化、入学児童の増加、学校の統

合などによる教室不足などを解消するため、

平成 21 年度から２カ年かけて新築移転し、

本年４月に開校しました。

■ 事業費　：１７億５４４１万円（22 年度）

■ 総事業費：２１億４４１２万円

●地域情報基盤整備

地上波放送のデジタル化に対応したテレビ共同受信設備への移

行、防災システムの更新、ブロードバンド環境の整備を図るため

平成 18 年度から整備してきました。昨年は、尾駮地区の光ケー

ブルも更改し、村内の全世帯に告知端末を設置。本年４月から告

知端末やテレビで情報提供を開始しました。

■事業費　：　９億１９５８万円（22 年度）

■総事業費：２３億９６４４万円

22年度の
予算は
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橋
本　

勲　

議
員

　

古 

川 

健 

治 

村
長

強
い
決
意
で
対
処
す
る

強
い
決
意
で
対
処
す
る

【
質
問
】

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、

原
子
力
に
対
す
る
国
民
の
視

線
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
、

国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見

直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。
現
在
、
原
子
力
施
設
の

安
全
基
準
を
高
め
た
り
、
再

稼
働
の
判
断
を
行
う
た
め
の

ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
基
準
を
定

め
て
い
る
が
、
速
や
か
な
再

稼
働
は
期
待
で
き
る
の
か
ど

う
か
極
め
て
不
透
明
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
、
次
の
４
点
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

(1)
再
処
理
工
場
は
何
を
指
摘

さ
れ
試
験
再
開
の
障
害
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
試
験
再

開
の
目
途
は
。
ま
た
、
24
年

10
月
竣
工
に
影
響
が
で
な
い

の
か

(2)
原
子
力
政
策
の
見
直
し
が

さ
れ
た
場
合
、
本
村
の
財

政
、
雇
用
、
経
済
に
影
響
を

与
え
な
い
の
か

(3)
こ
う
し
た
国
の
考
え
方
に

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
考
え

か(4)
仮
定
の
質
問
に
な
る
が
、

再
処
理
工
場
が
実
質
停
止
に

な
り
廃
棄
物
だ
け
が
残
る
と

い
う
最
悪
の
事
態
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
が
い
か
が
か

【
回
答
】　

古  

川  

村  

長

　

１
点
目
に
つ
い
て
は
、
国

か
ら
指
示
さ
れ
た
緊
急
安
全

対
策
と
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン

ト
対
応
は
、
適
切
で
あ
る
旨

の
評
価
が
さ
れ
た
と
伺
っ
て

い
る
が
、
経
済
産
業
省
が
発

動
し
た
電
力
使
用
制
限
令
に

加
え
、
県
の
原
子
力
安
全
対

策
検
証
委
員
会
の
検
証
結
果

が
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
試
験
再
開
の
め
ど

が
立
た
ず
、
24
年
10
月
の
竣

工
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
は
、
少

な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
は
、
現

段
階
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
見
直
し
の
方
針
に
つ
い
て

具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
具
体
的
な
対
応
策
は

決
め
て
い
な
い
が
、
状
況
を

見
極
め
つ
つ
、
サ
イ
ク
ル
政

策
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と

を
国
に
求
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

４
点
目
に
つ
い
て
は
、
立

地
基
本
協
定
の
趣
旨
に
反
す

る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、

容
認
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
強

い
決
意
を
も
っ
て
対
処
し
て

い
く
。

 

橋
本　

勲　

議
員

今
年
の
農
業
・
漁
業
の
状

況
は
ど
う
か

　

古  

川  

村  

長

平
年
並
み
を
期
待
し
て
い

平
年
並
み
を
期
待
し
て
い

るる
【
質
問
】

　

今
年
の
稲
作
と
畑
作
の
状

況
は
ど
う
か
。

　

漁
業
は
、
東
日
本
大
震
災

の
影
響
か
魚
価
が
安
い
と
聞

く
。
ま
た
、
震
災
に
よ
り
流

出
し
た
瓦
礫
な
ど
が
網
に

ひ
っ
か
か
る
な
ど
、
漁
に
影

響
を
き
た
し
て
い
る
と
聞
く

が
、
現
状
は
ど
う
な
の
か
。

【
回
答
】　

古  

川  

村  

長

　

稲
作
と
畑
作
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
水
稲
は
平
年
よ
り

４
日
遅
い
植
え
つ
け
と
な
っ

た
が
、
そ
の
後
の
好
天
に
恵

ま
れ
、
平
年
よ
り
も
５
日
ほ

ど
早
い
出
穂
と
な
っ
た
。
平

年
並
み
の
出
来
秋
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
願
っ
て

い
る
。

　

畑
作
は
、
春
先
の
低
温
、

日
照
不
足
に
よ
り
大
根
の
一

部
品
種
に
抽ち
ゅ
う
だ
い苔

が
見
ら
れ
た

が
、
昨
年
よ
り
も
高
品
質
の

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

他
根
菜
類
は
、
高
温
に
よ
っ

て
病
害
虫
の
発
生
が
多
く
見

ら
れ
、
防
除
対
策
の
徹
底
を

図
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　

漁
業
に
つ
い
て
は
、
４
月

か
ら
７
月
ま
で
を
調
査
し
た

結
果
、
昨
年
の
同
時
期
と
比

較
し
単
価
は
上
回
っ
て
お

り
、
お
も
な
魚
種
の
イ
カ
、

ヒ
ラ
メ
な
ど
に
つ
い
て
も
前

年
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
震
災
後
、
海
上
に

流
出
し
た
漁
船
や
流
木
な
ど

が
浮
遊
し
、
定
置
網
に
木
材

が
混
入
し
た
り
、
漁
船
の
プ

ロ
ペ
ラ
シ
ャ
フ
ト
に
ロ
ー
プ

が
絡
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
操

業
に
支
障
を
与
え
た
が
、
漁

獲
量
に
大
き
く
影
響
す
る
ほ

ど
で
は
な
い
と
伺
っ
て
い

る
。

原
子
力
政
策

　
　

ど
う
考
え
る

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
３
人
の
議
員
が
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
伴
う

津
波
被
害
・
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏
ま
え
た
、
本
村
に
立
地
す
る
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル

事
業
の
今
後
の
見
通
し
な
ど
に
関
す
る
質
問
が
相
次
い
で
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
六
ヶ
所
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ.

ｒ
ｏ
ｋ
ｋ
ａ
ｓ
ｈ
ｏ.

ｊ
ｐ
）
内

の「
行
政
情
報
」↓「
六
ヶ
所
村
議
会
」↓「
会
議
録
検
索
」で
全
文
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

９９９９月月月月定例定例定例例会会会会会会
一一一一一一一一般般般般質質質質問問問問問問

東
日
本
大
震
災　

原
発
事
故
を
踏
ま
え

■
３
人
の
議
員
が
登
壇

再
処
理
工
場
が
停
止
し
廃

棄
物
が
残
る
最
悪
の
事
態

を
回
避
す
べ
き
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髙 
橋 
文 

雄  

議
員

来
村
者
に
対
す
る
総
合
案

内
が
不
備
で
は
な
い
か

　

古  

川  

村  

長

観
光
振
興
と
と
も
に
検
討

観
光
振
興
と
と
も
に
検
討

し
て
い
く

し
て
い
く

【
質
問
】

　

ビ
ジ
ネ
ス
・
観
光
を
始
め

全
国
各
地
か
ら
来
村
し
て
い

る
が
、
村
の
総
合
案
内
が
不

備
だ
と
の
指
摘
を
耳
に
す

る
。
来
村
者
に
対
し
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
。

【
回
答
】　

古  

川  

村  

長

　

県
の
観
光
物
産
館
や
七
戸

十
和
田
駅
な
ど
主
要
施
設
に

は
村
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
を
置
く
ほ
か
、
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
情
報
を

発
信
し
、
観
光
客
の
誘
客
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

村
と
し
て
は
、
昨
年
開
業

し
た
東
北
初
の
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
パ
ー
ク
や
全
線
開
業

し
た
東
北
新
幹
線
、
さ
ら
に

は
泊
・
白
糠
ト
ン
ネ
ル
の
開

通
も
控
え
、
下
北
半
島
観
光

の
た
め
の
観
光
客
の
入
り
込

み
数
増
の
条
件
も
整
備
さ
れ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
村
の
観

光
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た

め
観
光
資
源
活
用
調
査
費
を

計
上
し
た
。
観
光
資
源
と
産

業
観
光
と
の
調
和
が
と
れ
た

特
色
あ
る
観
光
の
確
立
の
た

め
の
方
策
や
、
観
光
案
内
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
の
調
査

を
実
施
中
で
あ
る
。
そ
の
調

査
報
告
書
を
踏
ま
え
、
観
光

振
興
と
と
も
に
総
合
案
内
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

 

髙 

橋 

文 

雄  

議
員

原
子
力
事
業
と
の
共
存
共

栄
の
考
え
に
変
わ
り
は
な

い
か

　

古  

川  

村  

長

共
存
共
栄
を
基
本
と
す
る

共
存
共
栄
を
基
本
と
す
る

考
え
に
変
わ
り
な
い

考
え
に
変
わ
り
な
い

【
質
問
】

　

我
が
国
は
、
震
災
以
降
、

も
う
一
度
立
ち
上
が
ろ
う
と

被
災
者
を
は
じ
め
全
国
民
が

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
。

我
が
村
も
原
子
力
関
連
施
設

を
抱
え
た
地
域
と
し
て
、
真

剣
に
支
援
し
、
一
緒
に
頑
張

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
、

強
く
心
に
誓
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
次
の
３
点
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

(1)
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
を
踏
ま
え
、
村
の
防

災
対
策
の
見
直
し
が
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。
特
に
、
避

難
道
路
、
風
評
被
害
対
策
は

極
め
て
重
要
に
な
っ
て
い
る

と
思
う
が
い
か
が
か
。

(2)
国
は
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
原
子
力
事
業
そ
の
も

の
の
見
直
し
に
言
及
し
て
い

る
が
、
村
は
原
子
力
事
業
と

共
存
共
栄
を
基
本
と
し
て
い

る
と
確
信
し
て
い
る
が
、
そ

の
考
え
に
変
わ
り
は
な
い

か
。

(3)
英
国
か
ら
提
案
の
あ
っ
た

単
一
返
還
に
つ
い
て
、
国
か

ら
の
要
請
に
対
し
、
村
長
は

重
く
受
け
と
め
る
と
し
て
引

き
受
け
た
が
、
原
子
力
政
策

の
見
直
し
が
な
さ
れ
る
と
す

れ
ば
、
村
と
し
て
の
対
応
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

【
回
答
】　

古  

川  

村  

長

　

１
点
目
に
つ
い
て
は
、
見

直
し
の
必
要
性
を
強
く
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
国
の
防

災
指
針
や
県
の
原
子
力
災
害

時
の
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ら
と
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

　

避
難
道
路
に
つ
い
て
は
、

昨
年
の
要
請
を
踏
ま
え
、
現

在
は
、
国
道
３
３
８
号
の
出

戸
バ
イ
パ
ス
が
詳
細
設
計
中

で
あ
り
、
倉
内
バ
イ
パ
ス
の

拡
幅
は
本
年
度
も
引
き
続
き

工
事
中
、
旧
鷹
架
小
学
校
付

近
は
本
年
度
用
地
買
収
と
本

工
事
着
手
予
定
、
泊
・
白
糠

ト
ン
ネ
ル
は
平
成
26
年
供
用

開
始
予
定
で
、
東
北
横
浜
線

は
戸
鎖
地
区
バ
イ
パ
ス
の
予

備
設
計
に
着
手
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
村
を
含
む
下
北

半
島
７
市
町
村
で
組
織
す
る

原
子
力
発
電
所
に
係
る
関
係

市
町
村
連
絡
会
議
で
、
避
難

道
路
、
Ｅ
Ｐ
Ｚ
、
緊
急
時
の

医
療
体
制
な
ど
に
関
す
る
防

災
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
10
月

中
に
取
り
ま
と
め
、
国
、
県

に
要
望
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。

　

風
評
被
害
対
策
に
つ
い
て

は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
伴
う
風
評
被
害

に
つ
い
て
は
、
損
害
賠
償
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
東
京
電
力
か
ら
賠

償
基
準
な
ど
が
示
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
実
態
を

見
極
め
つ
つ
、
今
後
の
風
評

被
害
対
策
に
反

映
さ
せ
て
い
き

た
い
。

　

２
点
目
に
つ

い
て
は
、
村
民

の
思
い
を
踏
ま

え
つ
つ
、
昭
和
60

年
４
月
に
事
業

者
と
締
結
し
た

立
地
基
本
協
定

に
基
づ
き
、
村

の
持
続
的
な
発

展
を
確
保
し
て

い
く
た
め
に
も
、

共
存
共
栄
を
基

本
と
す
る
考
え

に
変
わ
り
は
な

い
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
は
、
単

一
返
還
廃
棄
物
の
受
け
入
れ

は
、
我
が
国
と
外
国
と
の
国

際
的
な
原
子
力
協
力
、
相
互

信
頼
の
維
持
の
観
点
で
国
、

電
気
事
業
者
か
ら
の
要
請
に

応
え
た
も
の
で
あ
る
。
変
わ

る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
が
、
国
の
原
子
力
政
策
の

見
直
し
内
容
に
よ
っ
て
は
、

単
一
返
還
に
つ
い
て
も
強
い

決
意
を
も
っ
て
対
処
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

９９９９月月月月定例定例定例例会会会会会会
一一一一一一一一般般般般質質質質問問問問問問

改良工事が進む国道 338 号旧鷹架小学校前改良工事が進む国道 338 号旧鷹架小学校前
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鳥 
山 

義 

隆  

議
員

脱
原
発
と
い
う
政
府
の
方

針
を
容
認
す
る
の
か

　

古  

川  

村  

長

政
府
の
方
針
と
は
捉
え
て

政
府
の
方
針
と
は
捉
え
て

い
な
い

い
な
い

【
質
問
】

　

未
曾
有
の
大
震
災
は
、
我

が
国
の
置
か
れ
た
状
況
を
一

変
さ
せ
た
。
こ
の
事
態
は
村

の
将
来
を
左
右
し
か
ね
な
い

重
大
な
局
面
で
は
な
い
か
と

い
う
思
い
か
ら
、
次
の
３
点

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

(1)
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
っ
て
、
我
が
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
大
き

く
方
向
転
換
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
脱
原
発
の
風
潮

は
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事

業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
る
の
か
。

(2)
脱
原
発
と
い
う
政
府
の
方

針
を
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
協
力
し
て
き
た
村
と
し

て
、
こ
の
ま
ま
容
認
す
る
の

か
。

(3)
村
民
の
不
安
解
消
の
た

め
、
何
か
行
動
を
起
こ
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

【
回
答
】　

古  

川  

村  

長

　

１
点
目
に
つ
い
て
は
、
現

段
階
で
は
見
直
し
の
具
体
的

な
内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い

が
、
仮
に
、
方
向
転
換
に
よ

り
再
処
理
工
場
の
規
模
が
縮

小
さ
れ
た
り
、
再
処
理
し
な

い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
は
、

事
業
全
体
の
み
な
ら
ず
、
関

連
企
業
、
村
の
財
政
、
雇
用
、

経
済
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
は
、
脱

原
発
は
正
式
な
政
府
の
方
針

と
は
捉
え
て
い
な
い
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
な
対
応
策
を
決
め
て
い

な
い
が
、
新
首
相
及
び
担
当

大
臣
の
方
針
と
県
の
原
子
力

安
全
対
策
検
証
委
員
会
の
取

り
ま
と
め
状
況
を
見
極
め
つ

つ
、
適
時
適
切
な
時
期
を
見

て
、
サ
イ
ク
ル
政
策
を
着
実

に
推
進
す
る
こ
と
を
国
に
求

め
て
ま
い
り
た
い
。

 

鳥 

山 

義 

隆  

議
員

村
の
風
評
被
害
対
策
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か

　

古  

川  

村  

長

村
独
自
で
調
査
し
、
結
果

村
独
自
で
調
査
し
、
結
果

は
異
常
な
か
っ
た

は
異
常
な
か
っ
た

【
質
問
】

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
に
伴
う
、
村
内
の
第
一

次
産
業
の
風
評
被
害
対
策
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。

【
回
答
】　

古  

川  

村  

長

　

８
月
に
第
一
次
産
業
の
主

要
出
荷
品
目
で
あ
る
生
乳
、

水
稲
、
大
根
、
イ
カ
な
ど
８

品
目
に
つ
い
て
独
自
に
放
射

能
汚
染
調
査
を
実
施
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
で
は
、
全
品

目
に
お
い
て
、
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
お
よ
び
放
射
性
ヨ
ウ
素

な
ど
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
青
森
県
内
の
13
農

協
で
風
評
被
害
対
策
の
一
環

と
し
て
畜
産
物
損
害
賠
償
対

策
県
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

対
策
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
村
と
し
て
も
、
国

の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、

県
、
関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
、
食
に
対
す
る
安
心
・
安

全
性
を
確
保
し
、
速
や
か
に

情
報
開
示
に
努
め
、
消
費
者

の
み
な
ら
ず
一
次
産
業
従
事

者
の
方
々
の
不
安
解
消
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

 

鳥 

山 

義 

隆  

議
員

再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

特
別
措
置
法
成
立
後
の
村

の
具
体
的
な
取
り
組
み
は

　

古  

川  

村  

長

村
が
運
営
す
る
風
力
発
電

村
が
運
営
す
る
風
力
発
電

も
検
討
し
た
い

も
検
討
し
た
い

【
質
問
】

　

国
会
に
お
い
て
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し
た
電
力

の
全
量
買
い
取
り
を
電
力
会

社
に
義
務
付
け
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
が

成
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

風
力
発
電
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
村
と
し
て

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
具
体

的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く

の
か
。

【
回
答
】　

古  

川  

村  

長

　

昨
年
５
月
に
開
業
し
た

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー

ク
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
風

力
発
電
施
設
を
公
共
施
設
の

非
常
用
電
源
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
、
関
係
機
関
と
の

協
議
を
進
め
、
実
現
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
一
般
家
庭
に
お

け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
促
進
に
つ
い
て
、（
仮

称
）
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入

事
業
費
補
助
金
制
度
の
創
設

を
考
え
て
お
り
、
先
進
地
の

事
例
を
参
考
に
し
つ
つ
、
来

年
度
実
現
に
向
け
、
本
村
の

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
制
度
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら

に
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
率
先

導
入
の
観
点
か
ら
、
村
が
運

営
す
る
風
力
発
電
施
設
の
設

置
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め

て
い
る
。

９９９９月月月月定例定例定例例会会会会会会
一一一一一一一一般般般般質質質質問問問問問問

近藤駿介原子力委員長に要望書を提出する古川村長近藤駿介原子力委員長に要望書を提出する古川村長



議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（7）第１８号

3.11 東日本大震災を教訓に

約２億 5000万円を追加し、一般会計総額約 134 億 8000 万円

非常用発電設備設置工事非常用発電設備設置工事のの設計設計にに着手着手

●  債権放棄について
　債務者が死亡あるいは所在不明などによって回収の見込みが立

たない債権を、民法により村が債権放棄をするもの。

　９月定例会で放棄した債権の種類と額は以下のとおりです。

　(1)　給食費の放棄する債権の額　　　　　　４３万３５６０円

　(2)　公営住宅使用料の放棄する債権の額　　６６万１７００円

　(3)　奨学資金貸付金の放棄する債権の額　　４２万３０００円

　(4)　尾駮診療所診療料の放棄する債権の額　１４万７６２０円

　(5)　水道料金の放棄する債権の額　　　　１１１万６１３８円

●  人事案件

教育委員会委員に
橋本　博子 氏（平沼）

再任に同意

教育委員会委員に
伊藤　夏子 氏（庄内）

任命に同意

人権擁護委員に
貝塚　恵子 氏（泊）
推薦に同意

補正予算の主なもの
会　計 補正前 補正額 補正後（合計） 主な内容

一般会計 132 億 2718 万 4000円 2 億 5489 万 6000 円 134 億 8208 万円

集会所等改修工事　　　432 万円
地域情報基盤自主放送管理
運用委託料追加　　　　711 万円
非常用発電設備実施設計委託料　
　　　　　　　　　　　281 万円
有機堆肥センター指定管理業務委
託料　　　  　　　　　1931 万円
漁船漁業復興事業費補助金　　
　　　　　　  　　1億 9425 万円
（仮称）総合医療福祉施設整備事
業実施設計委託料追加  7485 万円

国民健康保険
（事業勘定） 12億 6241 万 000 円 2341 万 7000 円 12 億 8583 万 3000 円

国庫支出金返還金追加    194 万円
療養給付費交付金返還金
　　　　　　　　　      1300 万円
介護納付金追加　　   　 335 万円

国民健康保険
（尾駮施設勘定） 6億 6090 万 7000 円 ▲ 1010 万 7000 円 6億 5080 万円 非常勤職員報酬追加　　204 万円

診療委託料減額　 　▲ 1200 万円

介護保険 8億 9989 万 3000 円 687 万 8000 円 9億 677 万 1000 円 介護給付費交付金返還金追加　　
　　　　　　　　　　　617 万円

定住促進 2520 万 2000 円 2430 万 7000 円 4950 万 9000 円 土地売払代金一般会計繰出金追加
　　　　　　　　　　  2430 万円

土地区画整理 6億 6922 万 3000 円 17 万 3000 円 6億 6939 万 6000 円 長期債利子償還金減額       17 万円

９月定例会

　補正予算では、本年３月 11 日に発生した東日本大震災を教訓として、集会所のバリ
アフリー化改修工事や非常用発電設備設置工事実施設計委託などに要する経費などが追
加されました。

●  契約案件
　   消防ポンプ自動車購入
・契約金額　　　２２７６万４０００円

・契約の相手方　　有限会社　丸栄消機
　※老朽化が進んだ消防団第２分団の消防自動車

　　を更新するもの
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六ヶ所村
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９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
本
年
３
月

11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
及
び
そ
の
地
震
に
伴
う
大
津
波
に

よ
っ
て
発
生
し
た
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
よ
っ
て
、
国
が
原
子
力

政
策
の
見
直
し
を
計
画
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
木
村
常
紀
議
員
が
原
子
燃
料
サ

イ
ク
ル
事
業
の
堅
持
お
よ
び
万
が
一
の

事
故
に
備
え
た
道
路
整
備
な
ど
を
国
及

び
県
に
要
望
す
る
『
原
子
燃
料
サ
イ
ク

ル
事
業
等
推
進
に
関
す
る
意
見
書
』
を

提
出
し
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

【
要　

旨
】

　

本
村
の
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設

は
、
村
を
二
分
す
る
賛
否
を
経
て
、
必

死
の
思
い
で
誘
致
し
ま
し
た
。
20
数
年

に
わ
た
る
努
力
の
結
果
、
よ
う
や
く
原

原原

子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要
性
や
原
子
力

政
策
の
理
解
を
得
て
、
国
の
原
子
力
政

策
の
推
進
に
全
力
で
協
力
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

今
で
は
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業

は
、
本
村
の
財
政
・
雇
用
面
か
ら
見
て

も
基
幹
産
業
に
位
置
付
け
ら
れ
る
事
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
見
直
し
に
多
く
の
村
民
が
不
安

を
募
ら
せ
て
お
り
、
議
会
と
し
て
も
今

後
の
国
の
対
応
を
注
視
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
国
に
お
い

て
は
、事
故
を
一
刻
も
早
く
収
束
さ
せ
、

被
災
地
の
復
興
に
責
任
を
も
っ
て
取
り

組
む
こ
と
は
も
と
よ
り
、
今
回
の
事
故

を
教
訓
と
し
て
、
関
係
法
令
な
ど
の
整

備
を
迅
速
に
行
い
、
原
子
力
災
害
に
対

す
る
防
災
対
策
な
ど
を
抜
本
的
に
見
直

し
、
地
域
住
民
の
安
心
感
醸
成
と
原
子

力
に
対
す
る
信
頼
回
復
に
努
め
る
べ
き

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
我
が
国
が
長
年
に
わ
た
っ

て
技
術
開
発
を
進
め
、
今
で
は
世
界
に

誇
る
原
子
力
技
術
を
習
得
し
た
中
で
、

そ
の
技
術
を
停
滞
・
放
棄
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
現
在
の
原
子
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
堅
持
す
る
こ
と
を
強
く
望

む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
等
推
進
に

　
　
　

関
す
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

村村
長
と
議
会
が
国
に

サ
イ
ク
ル
事
業
堅
持
を
要
望

９月定例会 議員発議

谷垣自民党総裁に要望書を提出する古川村長谷垣自民党総裁に要望書を提出する古川村長

木村  常紀  議員

　

村
長
と
橋
本
猛
一
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
16
人
の
議
員
は

10
月
26
日
及
び
27
日
の
二
日
間
、
国
（
経
済
産
業
大
臣
・
内

閣
府
特
命
大
臣
・
原
子
力
委
員
長
）、
民
主
党
、
自
民
党
、

県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、
サ
イ
ク
ル
事
業
の
堅
持
な
ど
を

求
め
る
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
高
原
一
郎
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
、
泉
紳
一

郎
内
閣
府
政
策
統
括
官
、
近
藤
駿
介
原
子
力
委
員
長
な
ど
に

直
接
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

【
要
望
事
項
】

１
．
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
を
堅
持
し
、
安
全
確
保
を
第
一

義
に
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
い

た
だ
き
た
い

２
．
広
域
避
難
な
ど

に
備
え
、
国
道

３
３
８
号
及
び
国

道
３
９
４
号
を
早

急
に
整
備
す
る
た

め
の
特
例
措
置
を

講
じ
て
い
た
だ
き

た
い

３
．
電
源
立
地
地
域
に

係
る
交
付
金
制
度

を
現
状
維
持
し
て

い
た
だ
き
た
い

【
県
に
対
す
る
要
望
事
項
】

１　

県
が
設
置
し
た
原
子
力
対
策
検
証  

　
　

委
員
会
の
検
証
結
果
を
早
急
に
取

　
　

り
ま
と
め
る
こ
と

２　

電
力
使
用
制
限
令
に
よ
っ
て
中
断

　
　

し
て
い
る
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の

　
　

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
を
早
期
に
再
開

　
　

さ
せ
る
こ
と

３　

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
加
工
工
場
の
建
設
工

　
　

事
を
早
期
に
再
開
さ
せ
る
こ
と

４　

万
が
一
の
事
故
に
備
え
、
積
雪
寒

　
　

冷
地
域
を
考
慮
し
た
施
設
周
辺
の

　
　

国
道
お
よ
び
県
道
の
整
備
を
早
急

　
　

に
実
施
す
る
こ
と

【
国
に
対
す
る
要
望
事
項
】

１　

見
直
し
を
予
定
し
て
い
る
原
子
力

　
　

政
策
大
綱
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

　
　

本
計
画
な
ど
に
お
い
て
、
サ
イ
ク

　
　

ル
事
業
の
継
続
を
明
確
に
位
置
付

　
　

け
る
こ
と

２　

万
が
一
の
事
故
に
備
え
、
積
雪
寒

　
　

冷
地
域
を
考
慮
し
た
施
設
周
辺
の

　
　

国
道
の
整
備
を
早
急
に
実
施
す
る

　
　

こ
と

  

議
員
発
議



議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（9）第１８号

平成 23 年第６回臨時会が、10 月 12 日に開催され、契約案件５件について審議し、すべて全会一致で
原案どおり決まりました。

倉内・平沼統合小学校の建設着手倉内・平沼統合小学校の建設着手

現在の倉内小学校 現在の平沼小学校

臨  時  会

●倉内・平沼小学校統合整備事業校舎建設工事（建築）
■契 約 金 額　８億８３４７万円
■契約の相手方　六ヶ所経常建設共同企業体
　　　　　　　　代表　株式会社  鳥山土木工業

●倉内・平沼小学校統合整備事業校舎建設工事（電気）
■契 約 金 額　１億６４８５万円
■契約の相手方　興陽電設  株式会社
　　　　　　　　　
●倉内・平沼小学校統合整備事業校舎建設工事（機械設備）
■契 約 金 額　１億８４８０万円
■契約の相手方　新日本空調株式会社 青森営業所

【契約案件】
●倉内・平沼小学校統合整備事業講堂建設工事（建築）
■契 約 金 額　４億５４６５万円
■契約の相手方　岡山・大泉・浅経常建設工事共同企業体
　　　　　　　　代表　株式会社  岡山建設

●倉内・平沼小学校統合整備事業講堂建設工事（機械設備）
■契 約 金 額　５６７０万円
■契約の相手方　株式会社ヤマト  東北営業所

25 年４月開校予定の統合小学校の完成予想図



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第１８号（10）

　去る９月７日、福島第一原子力発電所の事故を受けて停止している東北電力株式会社東通原
子力発電所の現状を把握するために、むつ小川原エネルギー対策特別委員会が視察を行いまし
た。
　三角武男委員長は、東北電力㈱に対し「福島第一原子力発電所の事故を踏まえ、徹底した安
全対策、地域住民の安全確保と原子力に対する信頼回復を大前提として、原子力発電所の早期
再開を望んでいる」とあいさつ。同発電所の
津幡俊所長からは、「一日も早い再開に向け、
万全の安全対策を講じてまいりたい」とあい
さつしました。
　今回の調査では、福島第一原子力発電所の
事故を教訓に同社が講じた「代替電源装置の
配備」、「海水ポンプ用モータの洗浄などのた
めの資機材整備」など実施済みの対策のほか、
「建屋の密閉性向上」、「防潮堤などの設置」、
「既設と同等の性能を有する非常用発電機の配
備」、「水素爆発対策」などを確認することが
できました。

委員会
レポート総務企画常任委員会・むつ小川原エネルギー

対策特別委員会の活動状況をお知らせします。

●総務教育常任委員会

　去る 10 月６日から７日にかけて、三沢対地射爆撃場
周辺対策に関する要望を古川村長と一緒に実施しました。
　この要望は、三沢対地射爆撃場周辺の騒音対策などの
改善策について、長年にわたり国をはじめとする関係機
関に要望活動を行ってまいりましたが、法律改正が必要
となることもあり、実現に至っていない状況です。
　今年は、早期の実現を目指し、昨年要望した国（防衛省）
および民主党に加え、自民党に対しても同様の要望を行
いました。
　当日は、村長から渡辺周防衛省副大臣、米長晴信民主
党副幹事長、谷垣自民党総裁に要望書を提出しました。

●むつ小川原エネルギー対策特別委員会 東通原子力発電所の緊急安全対策を調査

渡辺防衛副大臣と意見交換
する村長と議長

基地対策に係る要望を村長と実施

【要望項目】
１．三沢対地射爆撃場の特殊性を

考慮し、騒音区域指定に係る算

定方法を新たに整備していただ

きたい。

２．騒音区域（コンター）指定

を見直していただきたい。

３．事務所及び店舗等について

も防音工事を実施していただき

たい。また、一般住宅については、

外郭防音工事対象区域の拡充を

早期に実施していただきたい。

米長民主党副幹事長に要望する
村長と委員

谷垣自民党総裁に要望書を提出

視察を終えた委員（東北電力㈱事務本館前で）
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地震・津波・原発事故 の影響を直視

原町火力発電所
　　被災時の運転状況
　　１号機は、津波の襲来で手動停止
　　２号機は、ボイラー点検のため停止中
発電所観測データ

　　地震の大きさ：震度６弱
　　地 震 の 強 さ：約 570 Ｇａｌ
　　津 波 の 高 さ：海水面から約 18ｍ
　　被災状況
　　（１）建　　物
　　　　　事務本館の３階上部まで津波で冠水。ボイラ建屋・　　
　　　　　タービン本館・事務本館以外の建物は、すべて津波で
　　　　　全半壊
　　（２）機械設備
　　　　　タービン本館およびボイラー建屋の機械設備は、冠水
　　　　　および大型漂流物激突のため再利用は困難
　　（３）電気設備
　　　　　１・２階の電気設備は、冠水および大型漂流物激突のため再利用は困難
　　（４）石炭受入払出設備
　　　　　揚炭機４台中３台が全壊、ベルトコンベアも全半壊

除染技術の実証試験
　南相馬市にある「ハートランドはらまち」は、事故のあった福島第一原子力発電所から約 25ｋｍ
離れた場所に位置しています。視察当日の空間線量率（地上約 1m）は、その駐車場で毎時２マイク
ロシーベルトでした。実証試験の場所内には、表面線量率で局所的には毎時 30マイクロシーベルト
を超える箇所もあるとのことでした。
　この「ハートランドはらまち」の広大な敷地（約40,000㎡）を利用し、除染のためのきめ細かな計画・
実証・評価および除染後の発生物の管理方法を検討し、それらの成
果を今後の迅速かつ効果的な除染作業に反映し、地元の環境回復と
復興に貢献していくとのことでした。
　これまでの試験結果では、森林の一部を用いた除染試行試験で
は、森林の除草・落ち葉かきをしても除染効果はあまり見られま
せんが、堆積有機物（腐葉土）の撤去をすることで、表面の線量
率が半減し、空間線量率では 30%から 40% 程度減少するとのこ
とでした。

　去る 10 月 25 日、３月 11 日に発生した東日本大震災およびその地震に伴う大津波によって

甚大な被害を被った宮城県七ヶ浜町周辺から福島県北部を車窓から見学し、現在停止中の東北

電力株式会社原町火力発電所の被災状況および独立行政法人日本原子力研究開発機構が福島第

一原子力発電所の事故に伴う放射能汚染地区の除染技術の実証試験を行っている南相馬市の

「ハートランドはらまち」で除染方法やその手順などについて研修しました。

　また、移動中のバスの中では、日本原子力研究開発機構が福島第一原子力発電所事故に対し

て、どのような支援を行っているのか説明を受けました。

１

２

３

津波で破損した通風機

除染方法の説明を聞く議員除染方法の説明を聞く議員

壊滅状態の揚炭機壊滅状態の揚炭機
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こ
の
た
び
、
議
員
研
修
の
一
環
と

し
て
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
伴
う
津
波
被
害
の
状
況
な

ど
を
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

宮
城
県
七
ヶ
浜
町
か
ら
福
島
県
南

相
馬
市
の
海
岸
沿
い
を
バ
ス
で
移
動

し
、
か
き
集
め
ら
れ
た
が
れ
き
や
、

津
波
で
流
さ
れ
た
車
の
山
、
が
れ
き

処
理
後
の
広
大
な
荒
れ
地
、
何
を
見

て
も
津
波
の
脅
威
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

改
め
て
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
を
願
う
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

　

さ
て
、
広
報
委
員
に
就
任
し
て
は

じ
め
て
の
「
議
会
広
報
研
修
会
」
に

委
員
揃
っ
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
の
成
果
を
、
徐
々
に
本

誌
に
生
か
し
、
皆
さ
ん
に
「
読
ん
で

い
た
だ
け
る
」、「
興
味
を
も
っ
て
い

た
だ
け
る
」
広
報
誌
の
作
成
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編

集

後

記

広
報
委
員
長

　
　
　

木　

村　

廣　

正

議会広報議会広報ののレベルアップにレベルアップに

12 月定例会会期日程（案）
日　　　程 開催日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第１日目 12 月１日（木） 本会議 (午前 10 時 )
開会、提出議案上程・説明、

委員会付託　

第２日目 12 月２日（金） 休　　会

第３日目 12 月３日（土） 休日休会

第４日目 12 月４日（日） 休日休会

第５日目 12 月５日（月） 本会議 (午前 10 時 ) 一般質問

第６日目 12 月６日（火） 休　　会 常任委員会※１

第７日目 12 月７日（水） 本会議 (午前 10 時 ) 議案審議

第８日目 12 月８日（木） 本会議 (午前 10 時 ) 議案審議、委員長報告、閉会

※１　総務企画常任委員会　10 時 00 分～
　　　福祉教育常任委員会　13 時 30 分～
　　　

※日程は、変更されることがあります。

９月定例会の傍聴人は 62人でした。
あなたも議会の傍聴をしてみませんか。
傍聴は村政を知る良い機会です。

定例会は、３月、６月、９月、12 月の年４回
開催されます。
臨時会は必要に応じて開催されます。
詳しくは議会事務局 Tel 72 － 2111（内線 411
または 412）へお尋ねください。

議会
傍聴

　村議会で発行している『議会だより』の充実を図る

ため、去る９月 28 日に青森県町村議会議長会が主催

した『議会広報研修会』に、村議会広報委員が参加し

ました。

　当日は、全国議長会の広報研修会講師や広報コンクー

ルの審査員を務めている深沢徹氏を招き、「議会広報の

作り方」と題し講演会を行ったほか、県内の町村議会

で発行している広報のクリニックを行いました。

　講演では、文章の表現の仕方や住民が見てくれる広

報誌の作成の仕方などについて具体的に説明があり、

議会広報の充実に大変役立つ研修会でした。


